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平成２６年9月17日

静岡県 健康福祉部健康増進課

課長 土屋厚子

健康長寿日本一に向けたふじのくにの挑戦
～民間企業と連携した健康づくり～

写真提供 静岡県観光協会

スライド無断転載禁止



静岡県の概要①

静岡県の特徴
・世界文化遺産に登録された富士山
・日本一の茶の産地
・日本一の深さを誇る駿河湾
・1年を通じて温暖な気候
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静岡県の概要②

静岡県

人口 373万5千人

面積 7,255.48ｋ㎡

市町村数 35市町

高齢化率 24.9％

要介護認定率
14.5％

（低い方から５番目）

※人口、高齢化率は、総務省「人口推計(Ｈ24.10.1)」
※面積は、国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調(H24.10.1)」
※要介護認定率は、厚生労働省「平成22年介護保険事業状況報告年報」
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静岡県における健康寿命の現状

男性 女性

1位 愛知 71.74 1位 静岡 75.32

2位 静岡 71.68 2位 群馬 75.27

3位 千葉 71.62 3位 愛知 74.93

4位 茨城 71.32 4位 沖縄 74.86

5位 山梨 71.20 5位 栃木 74.86

※「健康寿命」とは

生活の質を重視する考え方に基づき、平成12年にWHO（世界保
健機関）が提唱した指標。今回は「健康上の問題で日常生活が
制限されることなく生活できる期間」と定義。

厚生労働省が初めて算出した健康寿命を、平成２４年６月公表



静岡県における健康寿命の現状

• 厚生労働省が算出した平成22年の男女毎の健康寿命を基に、同年の
国勢調査で公表された男女の人口を掛け合わせ合算
• 上記の合計値を男女の総人口で割戻し総人口ベースの健康寿命を試算

男女合計（県独自試算）

１ 静岡県 73.53歳
２ 愛知県 73.34歳

３ 群馬県 73.20歳

４ 茨城県 72.98歳

５ 宮崎県 72.95歳

本県が独自に公表した、男女合計の健康寿命

男女合計で

静岡県は、

健康寿命日本一

（県独自試算）



静岡県における健康寿命の現状

項 目 静岡県 ﾃﾞｰﾀ

地場の食材が豊富

（農水産物の生産品目数219品目）

全国１位 静岡県調べ

緑茶の１世帯当たり年間支出金額
及び購入量

静岡市１位、浜松市２位
(支出金額、購入量同順位)

※H20～H22

メタボ該当者の割合 低い方から１位 H23 

県民所得が高い

（一人当たり県民所得）

高い方から３位 H22 

働いている人が多い

（就業している高齢者の割合）

高い方から４位 H24

医療費が低い
（１人当たり後期高齢者医療費）

低い方から３位 H23

温暖な気候 暖かい方から13番目 気象庁発表資料

全国トップクラスの健康寿命の要因

※出典：総務省家計調査（県庁所在市及び政令指定都市が対象、H20～22の平均値）等



H22大都市別健康寿命（H26.5公表）

浜松市、静岡市ともに上位にランクイン

女性

男性

静岡県

浜松市

静岡市

男性 女性

静岡県 71.68 年 75.32 年

静岡市 71.28 年 74.63 年

浜松市 72.98 年 75.94 年

H26.5厚生労働科学研究報告書（主任研究者橋本修二）

20大都市の中で
浜松市は、男女ともに1位
静岡市は、男性5位 女性2位
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出典：静岡県高齢者コホート調査
Suzuki(2009) Annual Epidemiology

多く緑茶を飲む高齢者ほど、長生き

Ｑ（この１ヶ月で）緑茶を1日に何杯くらい飲みましたか？

緑茶を「１日に７杯以上」

飲む人は長生き

死亡が半分に!!

死亡率

▲33％

死亡率

▲50％
死亡率

▲58％

1杯未満 1～3杯 4～6杯 7杯以上

緑茶の摂取頻度と死亡状況



静岡県における健康寿命の現状

平均寿命の伸びを上回る 「健康寿命の伸び」を目指す

資料：厚生労働科学研究費補助金「健康寿命における将来予測と生活習慣病対策の費用対効果に関する研究」

8.35年

10.89年
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 静岡県は、H22年度に引き続き、
２年連続でメタボが最も少ない県となった

順 都道府県 該当者%

1 静岡県 12.92%

2 山梨県 12.95%

3 佐賀県 13.27%

4 岐阜県 13.28%

5 新潟県 13.49%

全 国 14.59%

順 都道府県 該当者%

1 静岡県 12.70%

2 山梨県 12.92%

3 佐賀県 12.99%

4 岐阜県 13.07%

5 神奈川県 13.16%

全 国 14.42%

平成22年度平成23年度

※ H23.10 厚生労働省医療費適正化推進室提供データ

静岡県はメタボ最少県



 表彰制度
 平成24年度、厚生労働省が創設

 健康増進・生活習慣病予防に対する優れた啓発・取組を表彰

 第１回の応募総数は、自治体部門40件、団体部門59件、
企業部門67件、計166件の応募

 主な受賞内容
 県高齢者コホート研究の実施

 「ふじ33プログラム」の開発

 市町健康マップ（49万人の特定健診データ分析）の作成

 市町別「お達者度」の算出

 健康マイレージ事業の実施

「第１回健康寿命をのばそう！アワード」

第１回の「厚生労働大臣最優秀賞」を受賞



健康寿命をのばす取組について表彰する「第１回健康寿命をのばそ

うアワード」において、“厚生労働大臣最優秀賞”を受賞

（H25.3.6に開催された表彰式の様子）

「第１回健康寿命をのばそう！アワード」



H26年版厚生労働白書で紹介

 「健康長寿の延伸に向けた最近の取組み」にお
いて都道府県で唯一掲載された

①健康課題の
見える化

②住民･企業と
進める仕組みづくり



健康寿命日本一に向けた
ふじのくにの挑戦

①ふじ３３プログラムの実施

②健診マップによる「見える化」

③ 市町ごとに「お達者度」を算出

④健康マイレージで健康促進

H26年版厚生労働白書より



②-1健康課題の見える化の推進

 静岡県総合健康センター
 平成8年度から、県民の健康づくりの中核として健康データ分析、
健康長寿研究、研修事業を実施
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②-2特定健診データ分析
 受診率向上、協力医療保険者の増加によりデータは増加

20万人

56万人！

26万人

35万人

49万人

53万人
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②-3 53万人の特定健診データ分析

 平成23年度、協会けんぽ、健保組合等のデータ
提供により、若い世代を大きく補完

事業所・企業のデータ

男 性 女 性

(人)

（歳） （歳）
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②-4メタボ該当の見える化

 県東部において、メタボ該当者が多い

男 性 女 性

県全体に比べて、有意に多い

有意ではないが、県全体に比べて多い

有意ではないが、県全体に比べて少ない

県全体に比べて、有意に少ない
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②-6高血圧該当の見える化

 県東部において、高血圧症有病者が多い

男 性 女 性

県全体に比べて、有意に多い

有意ではないが、県全体に比べて多い

有意ではないが、県全体に比べて少ない

県全体に比べて、有意に少ない
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②-7喫煙者の見える化

 県東部において、習慣的喫煙者が多い

男 性 女 性

県全体に比べて、有意に多い

有意ではないが、県全体に比べて多い

有意ではないが、県全体に比べて少ない

県全体に比べて、有意に少ない
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②-8地区別分析の例（島田市）
 市健康増進計画の検討資料に使用

 地区別の住民向け健康指導に活用

多い

少ない

-30%

-20%

-10%

0%
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平成23年度特定健診データ

高血圧該当者（男性）

伊久身

北部

大津

六合

初倉

旧金谷町

旧川根町

第２

第１
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②-9地区別分析の例（牧之原市）
 地区別の住民向け健康指導に活用

メタボ該当者
男性

多い

少ない

細江

坂部

勝間田

萩間

菅山

相良

地頭方

川崎

静波

片浜

牧之原



伊豆

東部
中部

西部

平成20年県民健康基礎調査より

②-10＜食の地域差＞

にくじゃが

おでん

赤身魚

お茶

汁物
干物

漬物

チャーハン

惣菜パン

コロッケ

イモ類

サラダ

http://2.bp.blogspot.com/-ZTJZ2IfHE2I/UgSMD6aaW-I/AAAAAAAAW7A/qxgyZbBLnKw/s800/food_misoshiru.png
http://2.bp.blogspot.com/-ZTJZ2IfHE2I/UgSMD6aaW-I/AAAAAAAAW7A/qxgyZbBLnKw/s800/food_misoshiru.png


③-1お達者度の算出

 市町版健康寿命として、独自に「お達者度」を算出

項 目 国・健康寿命 県・お達者度

健康の定義
日常生活に支障がない
（国民生活基礎調査）

要介護度2未満

基準年齢 ０歳から 65歳から

公表間隔
3年ごと

H25をH27公表
１年ごと

H23をH26公表

市町別の算出 × ○

定期的な
進捗が把握可能

大都市以外は
算出不可能



③-2 H23お達者度の算出
 男性は、森町が最も長く 18.78年

 女性は、川根本町が最も長く 21.93年

順位 男性（年） 女性（年）

１ 森 町 18.82 川根本町 21.84

２ 河津町 18.67 吉田町 21.78

３ 川根本町 18.37 南伊豆町 21.58

４ 磐田市 18.10 森 町 21.44

５ 長泉町 18.08 牧之原市 21.39

合計 静岡県 17.41 静岡県 20.64



③-4お達者度に影響する要因
 「週２回以上のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動実施割合」と「お達者度」

週２回以上ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを

実施が10％増えると

お達者度は計算上で

約0.2年長くなる

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

お達者



④健康無関心層のハートをつかむ
三つのキーワード

お得！

美味しい！

おもしろい！



④-1 健康づくりマイレージ制度

 県と市町が協働して実施する健康づくりの特典

カード提示により、協力店舗で特典あり

１ヶ月の健康づくりを実施すると
市町からカードが発行される

レシピ

すし、クーポン券、レシピ本、お菓子、
ポイントサービスなどの特典



協力店等
県 民

市町
保健センター等

静岡県

①記録表

を入手（県民）

②健康づくりの取組

・自らの健康改善目標実践

・各種健診受診 など
④カードを協力店等に提示し、

特典を受ける

連携、情報交換な
ど

協賛

依頼

割引サービス等特典の提供

③取組実施

後、記録表を提

出、交換にカー

ド入手

④-2 制度の仕組み
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④-3 健康づくりマイレージ制度の広がり

 ２５年度は８市町→２６年度は17市町

実施中
実施予定

 健康いきいきカード取得者は

約４，０００人

 協力店舗数は５９２箇所

 各市町の健康部門だけでなく、

商工・企画・観光部門も参画し、

健康づくりを地域づくりに



サンサン

①-1 ふじ３３プログラムとは

望ましい生活習慣の獲得を
目指すプログラムです

ふ 普段の生活で

じ 実行可能な

３
「運動」・「食生活」・「社会参加」

３つの分野の行動メニューを

３
３人一組で、まずは３か月間

実践により



①-2 長生きにつながる３分野
 高齢者14,001人の追跡結果

 運動・栄養・社会参加について良い習慣がある人は長生き

0%

50%

100%

３要因なし 運動栄養あり ＋社会参加あり

死亡率
▲51%

死亡率
▲32%

•性別、年齢、体格指数、喫煙状況で調整したハザード比
•Ｈ２４．７．２１東海公衆衛生学会にて発表

（３要因あり）
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①-5働き盛り世代（企業）へ普及
 企業社員に紹介 共通メニューの「1

日6000歩以上」を
達成できました！

ふじ３３アプリをダウン
ロード。今日からスマ
ホに日々の記録をし

てみます
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①-6若い世代へ普及
 県立大学の学生さんに紹介（アプリの活用）

３人グループ
でチャレンジ
してみます!!



企業との連携

• 花王㈱と協働で

食育ポスターを

県内全小学校

（516校）の各クラ

スに配布



静岡県の

更なる挑戦



健康寿命のさらなる延伸を目指して

 一体となって進める健康づくり

 市町や企業、保険者、地域が一体となり、
住民の健康づくりを支援する仕組みづくりを推進

 すべての人に健康を

 子どもから高齢者まで、ライフステージに応じた
健康づくりを推進

 H27公表予定の都道府県別健康寿命でも

引き続き、健康長寿日本一を！


